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１．アクションプランの位置づけ 
湖⻄市では「誰もがいきいき輝くまち・こさい」をめざすまちの姿として、第５次湖⻄市男⼥

共同参画推進計画を策定しました。 
本プランは、第５次湖⻄市男⼥共同参画推進計画を推進するための具体的な⾏動計画として、

計画期間中に実施する事業を体系的に整理するとともに、その進捗状況を管理するために取りま
とめるものです。 

実施する各事業については成果指標と目標値を設定し、施策の内容は湖⻄市男⼥共同参画審議
会において毎年度報告・評価し、必要に応じて⾒直しを⾏います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．計画の期間 

令和８年度から令和15年度の８年間を計画期間とします。 
なお、計画期間の中間となる令和11年度に中間⾒直しを⾏います。 
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第５次湖⻄市男⼥共同参画推進計画 

●今後８年間における 
本市の考え方・基本目標 

 
●基本目標に基づく施策展開の方向性 

アクションプラン 

●施策の方向性に基づき、計画を実現する
ための具体的事業と各事業の成果指標 

前期計画 後期計画 
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３．体系図 
 
 
 基本目標 

 

（１）あらゆる人の人権の尊重 

 
（２）国際的な視点に⽴った男⼥共同参画 

 

（１）固定的な性別役割分担からの脱却 
 

（２）あらゆる人が対等に参画する機会の確保 

 

（３）ジェンダー平等の視点にたった 
ワーク・ライフ・バランスの実現 

 

（１）ジェンダーに基づくあらゆる暴⼒の根絶 
 

（２）あらゆる人の生涯にわたる心身の健康の実現 

 
（３）生活に困難を抱える人への支援 
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施策の方向性 

 

（１）男⼥共同参画と人権尊重の意識づくり 
 
（２）男⼥共同参画に関する教育や学習の推進 
 
（３）性の多様性に関する理解・取組の促進 
 
（４）国際社会の動きに沿った男⼥共同参画の推進 

 

（５）男⼥共同参画の視点に⽴った制度や慣⾏の⾒直し 
 
（６）政策・方針決定の場への⼥性の参画促進 
 
（７）地域における男⼥共同参画の推進 
 
（８）⼥性の視点･多様性への配慮を取り⼊れた防災体制の実施 
 
（９）男性の家事・育児・介護への共同参画の促進 
 
（10）働く場における⼥性活躍の促進 

 

（11）ジェンダーに基づくあらゆる暴⼒の根絶 
 
（12）性と生殖に関する健康と権利 

（セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ）に基づく健康支援 
 
（13）生活に困難を抱える人への支援 

⼥性活躍 

⼥性活躍 

DV防⽌・困難⼥性 

困難⼥性 

困難⼥性 
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４．アクションプラン 
 
 
 
 

基本目標１  あらゆる人の人権の尊重 

施策の方向性１ 男⼥共同参画と人権尊重の意識づくり 
→計画書P22 

 
人権教室の実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

就学前児童から大人までを対象
に、様々なテーマの人権教室を実
施します。 

人権教室の 
開催回数 

－ 10回/年 
地域 

福祉課 

 
啓発活動の実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

図書館等で人権擁護に関する企
画展・作品展を開催します。 

企画展等の 
開催回数（累計） 

－ 1回以上/年 
地域 

福祉課 

 
講演会や講座などの実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

企業・団体・市⺠・教育関係機関
など広い範囲を対象に、男⼥共同
参画や人権の尊重に関する講演
会や講座などを実施します。 

他の所属と連携した
連続講座の開催 

－ 1回以上/年 市⺠課 

柱Ⅰ ジェンダー平等意識の醸成 
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広告媒体などによる広報・啓発 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

ウェブなどを用いた情報発信や
報道機関への情報提供など、あら
ゆる世代に対して、様々な媒体や
機会を通した広報・啓発活動を⾏
います。 

SNS・ウェブサイト 
等による広報回数 

50回/年 50回/年 市⺠課 
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基本目標１  あらゆる人の人権の尊重 

施策の方向性２ 男⼥共同参画に関する教育や学習の推進 
→計画書P23 

 
学校現場での学習の機会の提供 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⼩中学生のための男⼥共同参画
を含めダイバーシティに関して
広く学ぶ授業を実施します。 

ダイバーシティ 
推進授業の実施 

学校数 
－ 3校/年 市⺠課 

 
男⼥共同参画の視点に⽴った教育の推進 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

男⼥平等や性に対する意識など
に関する人権教室を、年に１回以
上⾏います。 

人権教室を年に１回
以上⾏った公⽴及び

私⽴園の数 
6園/年 6園/年 

保育 
幼稚園課 

市内⼩中学校において、道徳や総
合的な学習の時間におけるキャ
リア教育・職業に関する授業、学
校⾏事を通じて、男⼥共同参画に
ついて考える機会を継続的・計画
的に設定し、実施します。 

全⼩中学校におい
て、各校の年間計画
に沿って実施する 

全校/年 全校/年 
学校 

教育課 

市内⼩中学校において、児童会や
生徒会役員選出等、役や係等を決
定する際は、均等の機会を設け、
実施します。 

全⼩中学校におい
て、各校で均等の 

機会を設け、 
決定する 

全校/年 全校/年 
学校 

教育課 

 
 

柱Ⅰ ジェンダー平等意識の醸成 
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基本目標１  あらゆる人の人権の尊重 

施策の方向性３ 性の多様性に関する理解・取組の促進 
→計画書P24 

 
人権啓発品・冊子を通じた啓発 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

性的マイノリティに関する偏⾒
や差別の解消について記載した
啓発品や冊子を配布します。 

啓発品の配布数 500件/年 500件/年 
地域 

福祉課 

 
人権教室の実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

自分らしくあることのすばらし
さと他者を尊重する姿勢を伝え
る人権教室を実施します。 

学校へのプログラム 
周知回数 

1回/年 1回/年 
地域 

福祉課 

 
性の多様性などに関する啓発の実施、情報や学びの場の提供 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

市⺠が性の多様性に関する理解
を深めることができるよう図書
の紹介を⾏います。 

特集展示の回数 1回/年 1回/年 図書館 

ウェブや啓発素材（リーフレット
等）を活用して市⺠が性の多様性
に関する理解を深める情報発信
を⾏います。 

性の多様性に関する 
情報発信回数 

6回/年 6回/年 市⺠課 

 
 
  

柱Ⅰ ジェンダー平等意識の醸成 
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性の多様性などに寄り添った取組の推進 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⼾籍上の性別ではなく本人の自
認する性や性的指向に寄り添っ
た、パートナーシップ制度などを
はじめとする仕組みの実現に向
けて取り組みます。 

市営住宅への 
新規⼊居募集回数 

2回/年 2回/年 
建築 

住宅課 

宣誓制度を利用した方 
などが利用できる⾏政
サービスの数（累計） 

26件 28件 市⺠課 

⼾籍上の性別ではなく本人の自
認する性や性的指向に寄り添っ
た園生活ができるよう、ジェン
ダーフリー保育に取り組みます。 

市内特定・教育保育 
施設利用者が 

「性の多様性」に寄り
添った保育がされて 
いると感じる割合 

－ 80％ 
保育 

幼稚園課 
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基本目標２  国際的な視点に⽴った男⼥共同参画 

施策の方向性４ 国際社会の動きに沿った男⼥共同参画の推進 
→計画書P25 

 
外国人市⺠が相談しやすい体制の整備 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11

年 
担当 

外国人市⺠が男⼥共同参画に関する
相談ができる体制づくりや多言語で
の情報発信、相談員のやさしい日本語
での対応した相談窓口を整備します。 

よりそい相談の在住外
国人の相談件数 

0件/年 3件/年 市⺠課 

 
男⼥共同参画に関する多⾔語の情報発信 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

男⼥共同参画に関する多言語の
情報発信を⾏います。 

男⼥共同参画に関する
多言語の情報発信 

回数 
12回/年 12回/年 市⺠課 

 
国際社会の情報の収集と発信 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

ジェンダーギャップ指数など、 
男⼥共同参画に関する国際的な
指数に関する情報を収集、発信し
ます。 

ジェンダー･ギャップ 
指数、ジェンダー開発
指数、ジェンダー不平
等指数に関する情報 

発信回数 

2回/年 3回/年 市⺠課 

 

  

柱Ⅰ ジェンダー平等意識の醸成 
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基本目標１  固定的な性別役割分担からの脱却 

施策の方向性５ 男⼥共同参画の視点に⽴った制度や慣⾏の⾒直し 
→計画書P26 

 
男⼥共同参画の視点に⽴った教育の推進 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

市内⼩中学校において、道徳や総
合的な学習の時間におけるキャ
リア教育・職業に関する授業、学
校⾏事を通じて、男⼥共同参画に
ついて考える機会を継続的・計画
的に設定し、実施します。【再掲】 

全⼩中学校におい
て、各校の年間計画
に沿って実施する 

全校/年 全校/年 
学校 

教育課 

市内⼩中学校において、児童会や
生徒会役員選出等、役や係等を決
定する際は、均等の機会を設け、
実施します。【再掲】 

全⼩中学校におい
て、各校で均等の 

機会を設け、 
決定する 

全校/年 全校/年 
学校 

教育課 

 
人権教室の実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

男⼥共同参画の視点に⽴った 
内容の人権教室を実施します。 

学校へのプログラム 
周知回数 

1回/年 1回/年 
地域 

福祉課 

 

  

柱Ⅱ ジェンダーギャップの解消 
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市政情報の収集と提供 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

市の様々な広報手段により、ジェ
ンダー平等及び男⼥共同参画に
ついて市⺠へ情報提供します。 

広報こさい・ 
ＳＮＳ・ 

ウェブサイト等に 
よる広報、啓発回数 

45回/年 50回/年 市⺠課 

 
ジェンダー平等、男⼥共同参画に関する意識の醸成 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

企業・団体・市⺠・教育関係機関
など広い範囲を対象に、男⼥共同
参画や人権の尊重に関する講演
会や講座などを実施します。 
【再掲】 

他の所属と連携した
連続講座の開催 

－ 1回以上/年 市⺠課 

男⼥共同参画に関する職員研修
を開催し、正しい理解の促進や啓
発を⾏います。 

職員研修回数 1回/年 1回/年 市⺠課 
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基本目標２  あらゆる人が対等に参画する機会の確保 

施策の方向性６ 政策・方針決定の場への⼥性の参画促進 
→計画書P27 

 
 

市の審議会などへの⼥性の積極的な登⽤ 
 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

各種審議会などに⼥性が登用さ
れるよう各課に依頼を⾏うなど、
⼥性が登用される環境を整備し
ます。また、各種審議会などへの
⼥性の積極的な登用に全課で取
り組みます。 

審議会などの 
⼥性委員割合 

32.1% 40%以上 
市⺠課 
全課 

 
各種団体などにおける⼥性の雇⽤促進 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⼥性登用に対する意識啓発のた
めに、市⺠団体や事業所を対象に
出前講座を実施します。 

出前講座実施回数 1回/年 3回以上/年 市⺠課 

 

柱Ⅱ ジェンダーギャップの解消 
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基本目標２  あらゆる人が対等に参画する機会の確保 

施策の方向性７ 地域における男⼥共同参画の推進 
→計画書P28 

 
地域活動の担い手育成 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⼥性が地域活動等へ参画できる
環境を整えるためのポジティブ
アクションとして、自治会運営費
交付⾦の⼥性役員登用加算を継
続します。 

自治会役員へ⼥性を 
登用している自治会数 

7自治会 10自治会 市⺠課 

男⼥共同参画に関する情報を地
域活動団体に提供したり、男⼥共
同参画に関する各種講座を実施
したりすることで、地域活動の担
い手を育成します。 

男⼥共同参画と市⺠活
動に関するセミナー・

講座の案内回数 
2回/年 3回以上/年 市⺠課 

 

柱Ⅱ ジェンダーギャップの解消 
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基本目標２  あらゆる人が対等に参画する機会の確保 

施策の方向性８ ⼥性の視点･多様性への配慮を取り⼊れた 
防災体制の実施  →計画書P29 

 
地域における防災活動への⼥性参画の促進 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

地域の防災活動に⼥性が参画で
きる機会を得られるよう、セミ
ナーや研修による啓発活動を⾏
います。 

⼥性防災講座参加者
の防災訓練参加率

（アンケート回答︓
「必ず参加する」「参

加すると思う」の 
合計） 

－ 80%以上 
危機 

管理課 

 
男⼥共同参画の視点を取り⼊れた避難所運営体制の整備 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

避難所運営への男⼥の対等な参
画、男⼥別更⾐室や授乳室配置な
どプライバシーに配慮したレイ
アウト、性暴⼒防⽌策、性的マイ
ノリティの人への配慮について、
避難所運営マニュアルへの記載
を促進します。 

避難所運営マニュアル
への男⼥共同参画の 

視点を取り⼊れた避難
所運営体制についての

記載率 

－ 100% 
危機 

管理課 

 
 
 

柱Ⅱ ジェンダーギャップの解消 
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基本目標３  
ジェンダー平等の視点にたった 
ワーク・ライフ・バランスの実現 

施策の方向性９ 男性の家事・育児・介護への共同参画の促進 
→計画書P30 

 
ワーク・ライフ・バランスの広報・啓発 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

市公式ＬＩＮＥ（事業者向け）を
活用して、ワーク・ライフ・バラ
ンスに関する情報発信を⾏いま
す。 

ワーク・ライフ・ 
バランスに関する 

情報発信回数 
1回/年 1回/年 

産業 
振興課 

⻑時間労働等の働き方の⾒直し
やワーク・ライフ・バランスの必
要性などに関する意識の啓発を
⾏うだけでなく、ワーク・ライフ・
バランスのロールモデルなど、実
効性のある情報を発信していき
ます。 

くるみん（厚生労働
省の子育てサポート
企業認証マーク）の
取得事例や方法など
について、事業所へ
向けた情報提供回数 

－ 2回以上/年 市⺠課 

 
男性を対象とした家事講座などの実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

幅広い世代の男性が家事・育児に
参画できるよう、男性が参加でき
る料理教室などを実施します。 

幅広い世代の男性が
参加できる 

料理教室の開催回数 
1回/年 1回以上/年 

健康 
増進課 

  

柱Ⅱ ジェンダーギャップの解消 
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男性の育児⼒向上と子育て意識の醸成 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

男性が参加しやすい子育て関連
講座等を実施し、男性の育児⼒の
向上と子育て意識の醸成を図り
ます。 

参加者が講座等の 
満⾜度について「と
てもよかった」また
は「よかった」と 

回答した割合 

100% 100% 
こども 
未来課 

 
男性も参加しやすい子育てに関するイベントの実施 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

家庭教育サポート講座（子育てに
関するイベント）において、家族
の誰でも事業に参加しやすいよ
う呼びかけていきます。 

男性の講座参加人数 
各講座 

5名以上 
/年 

各講座 
5名以上 

/年 

スポーツ・
生涯学習課 

 
男性の家庭生活などへの参画を促す広報・啓発 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

男性の家庭生活や育児、介護など
への参画を促すために男性の育
児休業・介護休業の取得事例を広
く把握し、市⺠向け・事業所向け
にそれぞれ周知する機会を設け
ます。 

市⺠や事業所に対して
男性の育児休業や介護
休業の取得事例や制度

等の情報発信回数 

－ 3回以上/年 市⺠課 

 
男性の介護に関する意識の醸成 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

男性が介護に参画している事例
の情報発信などを通じて、男性の
介護に参画する意識を醸成する
ために、福祉分野や産業分野と連
携して情報発信を⾏います。 

福祉分野や産業分野と
連携した情報発信回数 

－ 1回以上/年 市⺠課 
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基本目標３  
ジェンダー平等の視点にたった 
ワーク・ライフ・バランスの実現 

施策の方向性10 働く場における⼥性活躍の促進 →計画書P31 
 

事業所における⼥性活躍の促進 
 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

市公式ＬＩＮＥ（事業者向け）を
活用して、育児・介護休業制度に
関する情報発信を⾏います。 

育児・介護休業制度に
関する情報発信回数 

1回/年 1回/年 
産業 

振興課 

男⼥問わず誰もがライフスタイ
ルに合わせてキャリアを形成で
きるように多様な働き方を支援
します。 

多様な働き方に関す
るセミナー等による
就業者数（累計） 

－ 40人 
産業 

振興課 

県との連携や、男⼥共同参画社会
づくり宣言事業所に対する建設
⼯事に係る⼊札制度における優
遇措置などを周知することで、
「男⼥共同参画社会づくり宣言
事業所」の普及促進を⾏います。 

建設⼯事競争⼊札参
加者の格付基準にお
いて、継続的に登録
事業者に対する加点

優遇措置を実施 

実施 実施 
契約 

検査室 

市公式ＬＩＮＥ（事業者向け）を
活用して、くるみん認定、えるぼ
し認定に関する情報発信を⾏い
ます。 

くるみん・えるぼし
制度についての情報

発信回数 
－ 1回/年 

産業 
振興課 

 
人材発掘・育成のための学習機会・情報提供 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

えるぼし（厚生労働省の⼥性活躍
推進企業認証マーク）の取得事例
や方法などについて、事業所へ向
けた情報提供を実施します。 

えるぼしの取得事例
や方法など、事業所
への情報提供回数 

－ 1回以上/年 市⺠課 

柱Ⅱ ジェンダーギャップの解消 
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農林⽔産業など自営業に従事する⼥性の労働条件・労働環境の整備 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

家族経営協定推進会議の開催な
どにより、新規協定締結を促進す
ることで、労働条件・労働環境の
整備を⾏います。 

家族経営協定締結者 1家族/年 1家族/年 
産業 

振興課 

 
誰もが働きやすい環境づくりの支援 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

保護者が就労等により昼間家庭
にいない場合などの児童に対し
て、学校の余裕教室を利用し、放
課後に適切な遊び、生活の場を提
供し、その健全育成を図る事業を
⾏います。 

放課後児童クラブの
利用を希望するが 

利用できない児童数 
77人 0人 

教育 
総務課 

 
市役所内における男⼥共同参画の職場づくり 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

市役所内における男⼥共同参画
の職場づくりを推進するため、職
員の意識を⾼めるとともに多様
な働き方を提示することで離職
を防いで働きやすい環境づくり
を⾏います。 

働きやすい環境づく
りに資する職員研修

の実施回数 
1回/年 1回/年 総務課 

育児休業者等、⻑期
間職場を離れている
職員への働き方等の

周知・相談 

1回以上 
対応/人 

1回/人 総務課 
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基本目標１  ジェンダーに基づくあらゆる暴⼒の根絶 

施策の方向性11 ジェンダーに基づくあらゆる暴⼒の根絶 
→計画書P32 

 
 DV、性暴⼒、各種ハラスメント防⽌の啓発、情報提供 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

各種ハラスメントに対する正し
い知識を市⺠が持つことができ
るよう図書の紹介を⾏います。 

特集展示回数 1回/年 1回/年 図書館 

パープルリボン・プロジェクトに
よるキャンペーンをオレンジリ
ボン（児童虐待防⽌）キャンペー
ンを同時に11月に実施し、性暴
⼒、セクシュアルハラスメント、
マタニティ（パタニティ）ハラス
メントなど各種ハラスメント、モ
ラルハラスメント、デートDVな
ど各種DV、及び児童虐待に対す
る正しい知識を市⺠が持つこと
ができるよう啓発・情報提供を⾏
います。 

パープルリボン啓発
リーフレットの 
配布先箇所数 

23箇所 
/年 

30箇所 
以上/年 

市⺠課 
こども 
未来課 

  

柱Ⅲ 安全・安心なくらしの実現 
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 DV、性暴⼒、各種ハラスメントに関する相談事業 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⾼齢者の相談窓口としてDVに関
する相談を含めて、市及び地域包
括支援センターで相談体制を整
えています。必要に応じ訪問等プ
ライバシーに配慮した対応を実
施します。 

地域包括支援センター
⾼齢者相談件数(新規) 
(モニタリング指標） 

1,078件 
/年 

1,100件 
/年 

⾼齢者 
福祉課 

モラルハラスメント、デートDV
など各種DV、性暴⼒、セクシュア
ルハラスメント、マタニテイ（パ
タニティ）ハラスメントなど各種
ハラスメント相談に対応できる
相談窓口として、個人のプライバ
シーに配慮した相談事業を実施
します。 

利用者がチラシ等を⾒
て利用した人の割合 

3.3％ 
/年 

30％以上 
/年 

市⺠課 

DV等⼥性に関する相談に対応で
きる窓口を設置し、相談しやす
く、個人のプライバシーに配慮し
た事業を実施します。 

⼥性相談支援員 
研修・交流会を受講 

受講 
3回/年 

受講 
3回以上 

/年 

こども 
未来課 

  



21 

 
関係機関との連携による早期発⾒体制の整備 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

県の⼥性相談センターなど関係
機関との連携体制を構築し、問題
を早期発⾒できる体制を整備し
ます。 

要保護児童対策 
地域協議会の実務者

会議開催 

1回開催 
/⽉ 

1回開催 
/⽉ 

こども 
未来課 

県の⼥性相談センターなど関係
機関との連携や、市の他の相談業
務との連携を強化することで、
DVや各種ハラスメントを早期発
⾒できる体制を整備します。 

よりそい相談利用者
本人への他の相談先

の情報提供回数 
18回/年 

20回以上 
/年 

市⺠課 

 
ＤＶの被害者に対する支援 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

DV被害者の安全確保のための一
時保護及び自⽴に向けた支援を、
関係機関との連携の下⾏います。 

要保護児童対策 
地域協議会の実務者

会議開催 

1回開催/
⽉ 

1回開催/
⽉ 

こども 
未来課 
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基本目標２  あらゆる人の生涯にわたる心身の健康の実現 

施策の方向性12 性と生殖に関する健康と権利 
(セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ)
に基づく健康支援 →計画書P33 

 
⼥性の性と生殖に関する自⼰決定権についての教育及び支援 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

広報誌などを通じた情報提供や
啓発により、性と生殖に関する健
康・権利（セクシュアル・リプロ
ダクティブ・ヘルス/ライツ）に対
する理解に向けた意識啓発を⾏
います。 

セクシュアル・ 
リプロダクティブ・

ヘルス/ライツに 
関する情報発信回数 

1回/年 1回以上/年 市⺠課 

 
 妊娠・出産にかかわる健康の保持・増進のための支援 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⺟子健康手帳の交付や妊娠期パ
パママ講座、妊婦訪問等で妊娠や
出産についての正しい知識や情
報を伝えます。 

妊婦もしくはその
パートナーに対して
の面談等実施回数 

－ 1回以上/年 
こども 
未来課 

保険適用外の不妊治療に対して
助成を⾏います。 

不妊治療助成の 
周知回数 

 1回/年 
こども 
未来課 

 

  

柱Ⅲ 安全・安心なくらしの実現 
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 生涯にわたる健康の保持・増進のための取組 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

⼥性特有のがん（乳がん、子宮頸
がん）や骨粗しょう症に対する検
診を実施するとともに、検診の周
知、啓発を⾏います。また、⼥性
が直面する健康課題に応じて適
切な健康管理ができるよう、健康
教育や健康相談を実施します。 

子宮頸がん検診の 
受診率の向上 

（参考値） 
17.1% 

※年度⽐較が
できるよう、
国⺠健康保険
被保険者の受
診率を計上し

ている 

20% 
健康 

増進課 

市役所職員の心身の悩みに対し
て相談しやすい環境づくりや相
談体制を整備します。 

第三者による相談 
窓口への相談件数 

38件/年 30件/年 総務課 

心身の悩みに対して相談しやす
い環境や性のあり方に対する相
談体制としてよりそい相談を広
く周知します。 

相談利用者のうち、
チラシ等を⾒て相談
を利用した人の割合 

3.3％ 30%以上 市⺠課 

 
 



24 

 
 
 
 

基本目標３  生活に困難を抱える人への支援 

施策の方向性13 生活に困難を抱える人への支援 →計画書P34 
 

 DV等⼥性に関する相談事業等 
 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

困難を抱える⼥性に関する相談
に対応できる窓口を設置し、相談
しやすく、個人のプライバシーに
配慮した事業を実施します。 

⼥性相談支援員 
研修・交流会を受講 

受講 
３回/年 

受講 
３回以上 

/年 

こども 
未来課 

 
関係機関との連携による早期発⾒体制の整備 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

県の⼥性相談センターなど関係
機関との連携体制を構築し、問題
を早期発⾒できる体制を整備し
ます。【再掲】 

要保護児童対策 
地域協議会の実務者 

会議開催 

1回開催 
/⽉ 

1回開催 
/⽉ 

こども 
未来課 

 
ＤＶの被害者に対する支援 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

DV被害者の安全確保のための一
時保護及び自⽴に向けた支援を、
関係機関との連携の下⾏います。 
【再掲】 

要保護児童対策 
地域協議会の実務者 

会議開催 

1回開催 
/⽉ 

1回開催 
/⽉ 

こども 
未来課 

 

柱Ⅲ 安全・安心なくらしの実現 
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ひとり親家庭への生活支援の充実 

 

事業の内容 成果指標 現状 
令和６年 

目標 
令和11年 担当 

各種支援を継続し、必要とされる
情報をより効果的な広報媒体で
周知します。 

周知回数 15回/年 15回/年 
こども 
政策課 
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